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Ⅰ研究の成果 （1000字 程度）

（図表も含めて分か りやす く記入の ごと）

無保護ヌク レオ シ ドを位置および官能基選択的 にホスフ ィチル化する ことがで きれ

ば、核酸合成 にお けるビルデ ィングブロックを効率的に合成できると考え られる。そ こ

で、本研究では2'-デ オキ シリボヌクレオシ ドの5'-水 酸基選択的なホスフィチル化反応、

及びホスファイ トの保護基の除去条件を検討 してきた。

これ までに、チミジン1a、2'-デ オキシアデ ノシン1b、4-N-ジ メ トキ シ トリチル-2'デ

オキシシチジ ン1e、2-N-ジ メ トキシ トリチル-2'-デオキシグアノシン1fに関 して、迅速か

つ簡便 に、5'-水酸基 を位置及び官能基選択的にホスフィチル化する条件を報告 した。さ

らに、ホスフ ァイ トに導入 した2つの 保護基を迅速に除去す る新規反応 に関して も報告

した。

今回は、溶媒への溶解度が低か ったため、5'-水酸基選択性が低かった無保護の2'-デオ

キシシチジン1cと2'-デ オキ シグア ノシン1dを 、高選択的にボスフィチル化する条件 を見

い出した。これ まで に、無保護のデオキシリボヌクレオシ ドが完全 に溶解する条件で位

置及び官能基選択的にホス フィチル化 した例は無 く、極めて有用な反応を開発する こと

ができた。

また、ボス ファイ トの保護基の除去条件について も検討を行ってきたが、これまでの

反応条件は、強酸性条件下でデプ リネー ションの危険性が ある2'-デオキシアデ ノシンの

誘導体 に対 して適用できなかった。今回、2'-デオキシアデ ノシンを含む全ての2'-デオキ

シリボヌクレオシ ド誘導体に適用可能な保護基 の除去条件 を確立 した。

現在は、 これ らの条件 を用いて、固相合成の検討を行っている。
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Ⅱ（1） 学術雑誌等 に発表 した論文A（ 掲載を決定されたものを含む．）

共著の場合、 申請者の役割を記載する こと．

（著者、題名、掲載誌名、年月、巻号、頁を記入）

●Highly chemo- and regioselective phosphitylation of 2'-deoxyribonucleosides．

T.Wada, Y.Kato and K.Saigo, Nucleic Aclds Res.Suppl.2003,3,65-66
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Ⅱ（2） 学会において 申請者が口頭発表 もしくはポスター発表 した論文

（共同研究者 （全員の氏名）、題名、発表した学会名、場所、年月を記載）

●2'-デ オキシ リボヌク レオシ ドの5'-水 酸基選択的ホスフィチル化反応 の開発

和田猛 ・○加藤有希子 ・岡夏央 ・西郷和彦

2003年3月18日 日本化学会 第83春 季年会 早稲田大学西早稲田キャンパス

口頭発表

●Higyly chemo- and regioselective phosphitylation of 2'-deoxyribonucleosides.

T.Wada, Y.Kato and K.Saigo

17th September 2003, 3rd International Symposium on Nucleic Acids Chemistry,

Hokkaido University

Poster presentation

●2'-デ オキシリボヌクレオシ ドの5'-水 酸基選択的ホスフィチル化反応の開発

○加藤有 希子 ・西郷和彦 ・和田猛

2005年3月26日 日本化学会 第85春 季年会 神奈川大学横浜キャンパ ス

口頭発表 発表予定


